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	はじめに
	漸進的無償化を定めた経済的，社会的及び文化的権利に関する国際規約（社会権規約＝国際人権A規約）は、1966年12月16日の国際連合第21回総会で採択された。その第13条2項（b）及び（c）は以下のように記載されている1)。
	「第13条2項（b）、種々の形態の中等教育（技術的及び職業的中等教育を含む。）は，すべての適当な方法により，特に，無償教育の漸進的な導入により，一般的に利用可能であり、かつ、すべての者に対して機会が与えられるものとすること」。
	「同（c）、高等教育は，すべての適当な方法により，特に，無償教育の漸進的な導入により，能力に応じ，すべての者に対して均等に機会が与えられるものとすること」。
	この規約は1976年1月3日に効力が発生し、日本の批准手続きは1979年9月21日に行われた。しかし、この批准書には「同規約第13条2項（b）及び（c）の規定の適用に当たり，これらの規定にいう『特に，無償教育の漸進的な導入により』に拘束されない権利を留保」したと明記された。
	それから33年間、この留保は継続した。2009年8月に誕生した民主党政権は同留保を撤回する旨を2012年9月11日に国連事務総長に通告した。外務省のホームページには、「この通告により，日本国は，平成24年9月11日から，これらの規定の適用に当たり，これらの規定にいう『特に，無償教育の漸進的な導入により』に拘束されることとなります」と記載されている。
	しかし、2012年9月11日以降、日本政府、文部科学省、そして高等教育機関は、「無償教育の漸進的な導入」、第13条2項（c）の規定に「拘束されている」にもかかわらず、漸進的無償化は進んでいない。それは留保撤回後の「無償教育の漸進的な導入」の実施にあたっての国内法の整備が進んでいないからである。また、この法の未整備の故に、各大学においてもこの規定に「拘束されている」にもかかわらず「無償教育の漸進的な導入」に向けての取り組みが進んでいない。それどころか留保撤回後（2012年9月以降）も学費の値上げが行...
	本稿はこの理由と背景をこれまでの第13条2項（b）(c)の留保の経緯および留保撤回の取り組みを振り返ることを通して考察すると共に今後の課題を提起することを目的とする。
	１．国際人権規約と漸進的無償化
	（1）社会権規約第13条2項（c）の具体化と受益者負担
	2012年9月の漸進的無償化の留保は撤回に至るまでの33年間、つまり1979年の社会権規約（A規約）の批准の際の留保とその後の留保撤回まで、漸進的無償化を求める運動が進められてきた。留保が撤回され新たな段階に入ったが、漸進的無償化の具体化・実質化に伴うの国内課題は依然として未解決状態（規約違反状態）である。
	1979年の留保以降、1980年代に学費の「急進的高騰化」が進められた。1979年9月に漸進的無償化条項が留保されたのであるが、振り返れば、この留保は1979年当時の学費水準を維持するという意味ではなく「急進的高騰化」のための留保であった。
	1979年の留保以降、1980年代に学費の「急進的高騰化」が進められた。1979年9月に漸進的無償化条項が留保されたのであるが、振り返れば、この留保は1979年当時の学費水準を維持するという意味ではなく「急進的高騰化」のための留保であった。
	1979年の留保にあたって、当時の外務大臣は“留保した事項は残念ながら留保したわけであるから、これは当然、将来、解除する方向に努力する責任がある”といった答弁を行った。漸進的無償化を留保しただけである。にもかかわらず、1980年代に入ってすぐに「急進的高騰化」が進んだのである。この答弁の内容と現実に進行した事態には大きな開きがある。この理由・背景は一体何であるのか。
	それは、第１に、受益者負担の思想と論理である。田中昌人は、この考えが導入されたのは、1971年6月に出された中央教育審議会答申「今後における学校教育の総合的な拡充整備のための施策について」であるとし、この「答申」の「参考資料」で「高等教育費の受益者負担額の水準」のガイドラインまでが示されていると指摘した２）。1971年度までの国立大学の授業料は12000円であったが、1972年度に一気に3倍となった。「急進的高騰化」の始まり（起点）はこの「答申」である。それから50年後の2022年の今も受益者負...
	第２は、受益者負担の思想と論理とも密接に関係するが、教育の公共性の後退である。それは人権としての教育の後退を意味している。特に、日本の高等教育は学生の75～80％は私学に通っている。この比率は1960年代に拡大した。日本の高等教育政策は私学に大きく依存するという構造を伴って今日に至っている。国際的にみても異常な私学依存比率である。私立大学での教育の公共性をめぐる捉え方が大きな課題として依然として残されている３）。
	第３は、後述するが高校の漸進的無償化は前進している。私立高校に通う学生は全体の3割程度である。高校進学率は97～98％でほぼ全入に近い水準である。文部科学省は、受益者負担の思想と論理の根拠として、長年にわたって、大学に通う者と通わない者との取り扱いの「負担の公平」の視点から捉え、漸進的無償化導入を拒んできた。大学の進学率は2020年度で54％であり、文部科学省が専門学校等を含めて高等教育進学率を捉える場合でみれば80％を超える水準である。日本の大学への進学率はOECD加盟国の中でも低く、隣国韓国に...
	（2）「急進的高騰化」の国内現実と漸進的無償化の国際規約
	1980年以降、私立大学も「急進的高騰化」したが国立大学はより顕著である。国立大学は1973年～2003年までを「急進的高騰化」の時期と言える。1972年まで12000円であった授業料が1973年に一気に36000円へと3倍化する異常な高騰化が行われた。以後、国際的にみても常軌を逸した「急進的高騰化」の歴史が始まった。日本政府（自民党政権）は1979年に漸進的無償化条項を留保した。この留保は、その後の「急進的高騰化」からみれば本当は反対だが留保したに過ぎないとも言える。上述した当時の外務大臣の答弁...
	1980年以降、私立大学も「急進的高騰化」したが国立大学はより顕著である。国立大学は1973年～2003年までを「急進的高騰化」の時期と言える。1972年まで12000円であった授業料が1973年に一気に36000円へと3倍化する異常な高騰化が行われた。以後、国際的にみても常軌を逸した「急進的高騰化」の歴史が始まった。日本政府（自民党政権）は1979年に漸進的無償化条項を留保した。この留保は、その後の「急進的高騰化」からみれば本当は反対だが留保したに過ぎないとも言える。上述した当時の外務大臣の答弁...
	民主党政権で2012年9月に留保は撤回され、漸進的無償化に拘束される状況になったが、高止まりしたまま、2022年現在、国立大学法人は535,800円の授業料となっている。値上げが個々の国立大学法人で進められている現実もみなければならない。この事態は明らかに批准した漸進的無償化の国際人権規約の違反状態（国際法違反状態）である。
	２．社会権規約委員会の見解・勧告と日本政府報告
	これまで日本政府は社会権規約委員会への定期報告をどのように行ってきたのか。この内容をみることによって問題点を探ることにする。
	(1)留保継続の根拠説明と留保撤回後の説明
	1979年9月の日本での国際人権規約に関する批准手続きにおける社会権規約第13条2項(b)(c)の留保に関しての国連の経済的、社会的および文化的権利に関する委員会（以下、社会権規約委員会）への日本政府による第2回定期報告（1998年）は次のような内容であった（以下、政府報告文の下線は筆者）。
	1979年9月の日本での国際人権規約に関する批准手続きにおける社会権規約第13条2項(b)(c)の留保に関しての国連の経済的、社会的および文化的権利に関する委員会（以下、社会権規約委員会）への日本政府による第2回定期報告（1998年）は次のような内容であった（以下、政府報告文の下線は筆者）。
	「後期中等教育及び高等教育について私立学校の占める割合の大きい我が国においては、負担衡平の観点から、公立学校進学者についても相当程度の負担を求めることとしている。私学を含めた無償教育の導入は、私学制度の根本原則にも関わる問題であり、我が国としては、第13条2(b)及び（c）にある『特に、無償教育の漸進的な導入により』との規定に拘束されない旨留保したところである」。
	私学依存と受益者負担を論拠として日本政府の留保を説明あるいは正当化している。これに対し、社会権規約委員会は、2001年8月の会合において審査し、次のような最終見解および勧告、報告期限を採択した。
	「後期中等教育及び高等教育に係る経費について、負担の公平や無償化のための財源をどのように確保するのか等の観点から、これらの教育を受ける学生等に対して適正な負担を求めるという方針を採っていること等から、我が国は、社会権規約第13条2項（b）及び（c）の適用に当たり、『特に、無償教育の漸進的な導入により』に拘束されない権利を留保している」。
	第3回日本政府報告（2009年12月）の審査に関する社会権規約委員会からの質問である「教育費の負担増加の問題に対処するために取られている施策に関する情報を提供願いたい」に対して、2013年1月、日本政府は次のように回答した。
	「（高等教育段階の主な取組）意欲と能力ある学生が経済状況にかかわらず修学の機会を得られるようにするため、授業料の免除・減免の実施。国公私立大学の授業料免除、意欲と能力ある学生等が経済的にも自立し安心して勉学に励めるようにするとともに、教育の機会均等及び人材育成の観点から奨学金事業を実施。大学等奨学金事業の充実」。
	この回答では漸進的無償化および批准（留保撤回）に伴う国内法の措置といった表現はない。他方、第2回定期報告にあった「私学制度の根本原則にも関わる問題」、第3回定期報告にあった「負担の公平や無償化のための財源をどのように確保するのか等の観点から、これらの教育を受ける学生等に対して適正な負担を求めるという方針を採っている」といった表現も使っていないが、いや使うことが出来ないため上述のような回答になったのであろう。留保撤回以後の社会権規約委員会への日本政府定期報告の内容は明らかに変わらざるを得ない。
	（2）高校の無償化についての日本政府報告
	同規約13条2項（b）の高等学校の無償化はこの10年余りで進展している。民主党政権下であった2010年度から「高等学校等就学支援金制度」が始まった。法案は「国公立の高等学校における教育の実質的無償化の推進及び私立の高等学校等における教育に係る負担の軽減のための高等学校等就学支援金の支給等に関する法律案」である。政権をとる前の民主党の発議で参議院で審議され2009年4月に可決、衆議院に回されたが審議未了で解散となり、2009年8月30日の衆院議員選挙で民主党政権が誕生した。翌年の2010年3月に、同...
	2013年1月の社会権規約委員会への自民党政権下の政府回答は、「公立高等学校の授業料を無償にするとともに、私立高等学校等の生徒に対し、高等学校等就学支援金を支給」と回答した。
	2013年1月の社会権規約委員会への自民党政権下の政府回答は、「公立高等学校の授業料を無償にするとともに、私立高等学校等の生徒に対し、高等学校等就学支援金を支給」と回答した。
	2013年5月、社会権規約委員会は日本の第３回定期報告に関する総括所見で「委員会は締約国に対して、本規約第13条(b)に沿った形で、漸進的に完全な無償の中等教育を提供するため、早急に公立高校授業料無償制・高等学校等就学支援金制度に入学金及び教科書代を含めるよう勧告する」と日本政府に伝えた。「完全な無償」に向けて支援金に入学金及び教科書代を含めるよう勧告した。
	2013年5月、社会権規約委員会は日本の第３回定期報告に関する総括所見で「委員会は締約国に対して、本規約第13条(b)に沿った形で、漸進的に完全な無償の中等教育を提供するため、早急に公立高校授業料無償制・高等学校等就学支援金制度に入学金及び教科書代を含めるよう勧告する」と日本政府に伝えた。「完全な無償」に向けて支援金に入学金及び教科書代を含めるよう勧告した。
	今年度（2022年度）の「高等学校等就学支援金交付金等」の予算額は4142億円である。この他に私立高校経常費助成費等補助金は1051億円となった。合わせると5193億円である（2022年度の私立大学等の経常費補助金は3015億円）。年収制限（目安は590万円あるいは910万円）はあるものの高校無償化は、社会権規約委員会の勧告後の9年間で進展した。私立高校に通う生徒への交付金も公立高校に比べ増額され無償化に近づいてきた。私立高校に通う生徒は高校生全体の3割程度であるが、私立大学に通う学生は全学生の7...
	上記の社会権規約委員会への日本政府の1998年第2回定期報告にある「私立学校の占める割合の大きい我が国においては、負担衡平の観点から、公立学校進学者についても相当程度の負担を求めることとしている。私学を含めた無償教育の導入は、私学制度の根本原則にも関わる問題であり」とある。高校無償化の取り組みに比べて、大学において無償化の具体化は先送りされている。高校の無償化の法整備は大学の無償化に向けての立法措置の参考になる。
	３．漸進的無償化の主な取り組み
	上記の第2回定期報告にある「私学制度の根本原則にも関わる問題」は日本の「大学制度の根本原則にも関わる問題」でもある。この視点から、以下、漸進的無償化の取り組みをみることにする。
	（1）国庫助成に関する教授会（その連合体）の取り組み
	日本における漸進的無償化の取り組みは「国庫助成に関する全国私立大学教授会連合」が運動の口火を切ったと言える。1966年の国連での国際人権規約採択の前年、1965年4月に「国庫助成に関する全国私立大学教授会関西連絡協議会」が結成された。その後、各地域に協議会が結成され、その全国連合が1974年11月に結成された。各大学の教授会を基礎組織体とするはじめての自発的な全国連合体である。国際的にみても稀有な貴重な取り組みと言える。保田芳昭は「私立大学教授会による世界に類例のない国庫助成運動３）」と評している。
	私立大学への補助金は、1968年度予算にはじめて「私立大学教育研究費補助金」として30億円が計上され、1970年には、はじめて人件費も含む「私立大学等経常費補助金」として132億円が計上された。1975年に私立学校振興助成法が国会で可決し、翌年度から施行となり、助成金支出が実施された。この助成法で私大経常費補助率は50％まで可能になった。1979年に国際人権規約が批准（第13条2項(c)は留保）されたが、1980年度予算で私大経常費補助率が最高値の29.5％となり助成額は2605億円となった。最高...
	私立大学への補助金は、1968年度予算にはじめて「私立大学教育研究費補助金」として30億円が計上され、1970年には、はじめて人件費も含む「私立大学等経常費補助金」として132億円が計上された。1975年に私立学校振興助成法が国会で可決し、翌年度から施行となり、助成金支出が実施された。この助成法で私大経常費補助率は50％まで可能になった。1979年に国際人権規約が批准（第13条2項(c)は留保）されたが、1980年度予算で私大経常費補助率が最高値の29.5％となり助成額は2605億円となった。最高...
	1980年代、私立大学の学費も国立大学と同様「急進的高騰化」を続けることになる。こうした中で、「国庫助成に関する全国私立大学教授会連合」は、保田芳昭が述べるように「運動の理念面では、80年代初めから『国際人権規約（A規約）』が規定する『高等教育の漸進的無償化』の倫理が摂取された。また、日本がその批准（1979年）に当たり留保した中等教育と高等教育の『無償教育の漸進的な導入』（第13条2項(b)(c)）の留保撤廃を要求するようになった４）」と言える。
	1980年代、私立大学の学費も国立大学と同様「急進的高騰化」を続けることになる。こうした中で、「国庫助成に関する全国私立大学教授会連合」は、保田芳昭が述べるように「運動の理念面では、80年代初めから『国際人権規約（A規約）』が規定する『高等教育の漸進的無償化』の倫理が摂取された。また、日本がその批准（1979年）に当たり留保した中等教育と高等教育の『無償教育の漸進的な導入』（第13条2項(b)(c)）の留保撤廃を要求するようになった４）」と言える。
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